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Abstract

　 Aiming　to　effect 　brjghtness　or　pastel　shades 　on 　textile　gQods ，　fluoresGent　whitening 　agents 　have

recently 　been　used 　in　the　process 　of　fabrlG　bleaching　and 　finishing．

　 It　is　the　current 　situation 　that，　when 　a　textile　is　dyed ，　decision　of　the　concentration 　of　the　fluorescent

whltening 　agent 　and 　of　the　composition 　of　dyes　used 　is　based　on †he　experience 　and 　sense 　of　the

dyeing　technioian．　 There　have　been　a　few　studles 　on 　this　problem，　but　the　methods 　in　most 　of　them

were 　inaccurate，　Iimited　ln　condltions ，　or 　complex 　and 　time−consuming ，

　【nthe 　present　report 　the　me †hod 　of　predicting　the　concentration 　of　a　fluorescent　whlteni 冂g　agent

on 　 textile　 goods　 was 　 established ，　 The 　 reflecting　 speotral 　 radiance 　 factor　 are 　 measured 　by　 a

spectrQ −photometer 　employing 　the　integrating　sphere 　method 　under 　pQlyGhrQmatic 　iHumination　with

axenon 　light　sourGe ，　which 　 is　widely 　employed 　 in　the　industry，　without 　or　with　the　use 　of　the　UV

energy 　cut　filter
，
　and 　the　relation　between ∠fE＊ab 　and 　the　concentration 　of　a　fluorescent　whitening

agent 　are 　grasped ，　 The 　formuia　of　predicting　the　conGentration 　of　a　fluorescent　whitening 　agent 　was

establ 「shd 　from　the　relation 　between 　 taE
＊

ab 　and 　the　conoentratiQn 　of　a　fluorescent　whiten ［ng 　agent ，

要　旨

　繊維製晶には ， 鮮やかさやパ ス テ ル調の 効果を付与する ため に蛍光増白剤が用 い られ る が，こ れらの 濃度や各染

料の 配合処方 の 算出方法や測定方法に閧する充分な研究は，ほとんどなか っ た 。

　本研究は，蛍光増白剤で処理 さ れた繊維製品が色見本と して提示 された場合に，その色見本となる繊維製品の色

を再現する染料の配合処方と蛍光増白剤の染色濃度を予測する方法を確立する こ とで ある 。

　筆者は ， 産業上広 く利用され て い るキセノン光源を使 っ たポリク ロ マ チ ッ ク照明の積分球方式の分光光度計を使

用して 紫外部 エ ネルギーをカ ッ トした場合と しな い場合の 全分光放射輝度率か らそ の 両者の 悶の 色差と蛍光増白剤

の 染色濃度との 関係を把握し，これらの 関係か ら蛍光増白剤の 染色濃度予測 モ デ ル式を検討した 。

［ 二二 二二 ＝二二二二：：：二：＝：コ ・59 ［ニー ］
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　1．はじめに

　最近の繊維製品には ， 鮮やか さやパ ス テル調の効果

を付与するために，生地の下晒しや仕上工程で，蛍光

増白剤が用 い られる 。

　こ れらの繊維製品 の染色に際して ， 蛍光増白剤の濃

度 ， 各染料の 配合処方などの 決定は染色技術者の 経験

と勘に たよ っ て い る の が現状で あ る 。

　こ の理由は ， 蛍光増白剤や蛍光性着色剤で処理ざれ

た繊維製品の測定 につ い て は ， 種々 の 研究
］
−S）

が行わ

れ て い る が ， いずれ の 方法も不 正 確 で あ っ た D ，条件

づきの場合や ， 複雑な時間のかかる測定方法 であっ た

りしたため ， 日常 t 工業的に利 用 で きるような測定方

法 で はなか っ たため で あり，しかも，これらの 蛍光増

白処理 さ れた繊維製品 に 関 して蛍光増自剤の濃度の予

測方法や各染料の配合処方の予 測方法に関する研究も ，

ほとんど行なわれて い なか っ たため で ある 。

　本研究の目的は，繊維製品 に使用された蛍光増臼剤

の染色濃度を予測する方法を確立する こ とにある。こ

れ によ っ て ， 蛍光増臼剤と無蛍光性の 染料を用 い た場

合の コ ン ピュ
ータ ・カラ

ー
マ ッ チ ング技術を完成する

こ とがで きる。

　筆者は ， 繊維製品に使用され た蛍光増白剤の染色濃

度を 予 測す る ため に，日本工 業規格
6）
の 測定方法 に準

拠 して，産業上 ， 広く利用され て い るキ セ ノン光源を

使 っ たポリク ロ マ チ ッ ク照明の積分球方式による分光

光度計を使用 し て ，紫外部エ ネ ル ギーカ ッ トフ ィ ル タ

ーを使用 しない場合と使用 した場合の全分光放射輝度

率を測定 し，
こ の 両者間 の 色差 と蛍光増白剤の 染色濃

度 との関係を把握し，これらの 関係よ り蛍光増白剤の

染色濃度の予測モ デ ル式を検討 したので報告する 。

　E．試料の調製

　（1） 下晒し試料の調製

　宋シ ルケ ッ ト加工綿ニ ッ トの下晒 し染色物を以下の

染色条件 で ， 試料を用意 した 。

Whitex 　BF 　conc 　O．］5％，0．1％ ， 0．2％ ， 0．3％ ，

ロ，4％，0．5％ o ．w ．fで染色した布 。

染色条件

　被染物 ：来シルケ ッ ト加 工綿

　染料　 ：Whitex 　BF 　conc

　助剤　 ：無水ボウ硝　10％ 0 ．W ．f

　浴比 　 ： 1：50
　温度 ， 時間 ：4D℃ x30 分

　（a サンプル試料の調製

［＝ ＝：こ ＝ ：＝ ＝＝＝二二＝二ニコ 16。

  Whitex 　 BF 　oono 口．05％ o ．w ．fに対して ，
　 Sf．

sp ．Yellow 　 BGF ，
　 Sf．sp ．Br．Red 　BSF ，　 Sf．

sp ．Turq ．Blu巳 BGF をそれぞ れ （O．01％，0．02％，

0．Dl％）， （0．Ol％ 70 ．01％ ，
　 D．02％），

　 o ．w ．fで 染 色

した配合染色物を調製する 。 そ れぞ れ の 配合染色物を

川頁にMIX−・　1， MIX − 2， と略称する 。

  whitex 　BF 　oonc 　o．2％ o ，w ．fで処理 した 布 に対

して上記同様な配合比率で 染色 した配合染色物を調製

する 。 それぞれ の 配合染色物を順にMIX − 3 ，
　 MIX −

4と略称する 。

◎Whitex 　BF 　concZ ．4％ o ．w ．fで処理 した布に対

して ， 上記同様な配合比率で 染色 した配合染色物を調

製する 。 それぞれの 配合染色物を順にMIX− 5，　 MIX
− 6と略称する 。

  Whltex　BFoono 口．5％o ．w ．fで処理した布に対

して上記同様な配合比率で染色した配合染色物を調製

する 。 それぞれの配 合染色物 を川貢に MIX −一
　7 ，

　 MIX −

Bと略称する。

　〔3） 予測精度確認用試料の調製

  WhItex 　BFoonoO ．1％ o ．w ，fで処理 した布 に対

して上記同様な配合比率で 染色 した配合染色物を 調 製

する 。 それぞれ の 配合染色物を順に MIX − 9 ，
　 MIX 一

冊 と略称する 。

  WhltexBF 　oo 〔o 口．3％ o ．w ．fで 処理 した布に対

して 上記同様な配合比率で染色した配合染色物を調製

する 。 そ れぞ れ の 配合染色 物を順 に MIX −
］1，

　 MIX −

12と略称する 。

　以上，本実験で 作成 したサ ン プル を表 1に 示す 。

　3．測定方法

　（］） 灘定装置

　第 1図シ ス テ ムを利用 して， 2．で 調製されたそれ

ぞれの配合染色物の分光放射輝度率および分光立体角

反 射率
7｝
を，波 長範 囲 400〜兀 Onm ，20nm 間 隔 ， 波

長確度± 0．2nm 以下，測定窓 5 × 10mmで測定 した 。

　測定方法 につ いて は ， El本工業規格 JI＄Z8717の 6．

4に記載 の 分光分布直接補 正 方法 に準 じて，マ ク ベ ス

OE −3000分光光度計にて 測定 した 。

　本分光光度計は，直径 6 イ ン チ の 積分球，光源は パ

ル ス キセ ノ ン光源で，フ ィ ル ターに よ っ て D 、、に変換 ，

受光角 は，垂直に 対 して 8
°
方向の光学 系 （第 2図）

を採用 して い る 。

　〔a　マ クベス CE −3000分光光 度計の JISZ8717に

対する適合性
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第τ図　シ ス テ ムの 八一ド構成

表 遷　 サ ンプル試料および予測精度確認用試料

有　彩　色 染　料 蛍　光　噌 白　 肖口

サンプル 名

塾　料　名 処方 藩・．”，f． 染　料　名 処 方 鬼じ、彈．f．

Sf，sp ，Yello騨3駆 0．01
M 【 X −⊥ SLSp、nr．距 d 酪 Fo 、02 凵hi七a涯1甲 60 卩じ o，05

Sf．SP．Tu珂 ．BL旧E　BGFO ，OlO

．0 工

MIX −2 同　上 0、．Ol 同　上 0，05
0 ．020

，0 工

MIX −3 同　上 o．02 同　上 o．2

0．Ol0

．Ol
MIX −4 同　上 O．0 工 同　上 o．2

0．02o

．Ol
MIX −5 同　 上 O．02 同　上 0．窪

o．010

．Ol
M 工 X −6 同　 上 O，01 同　上 0．4

O．02

朞　彩　色 染　料 蛍　光　噌 白　剤

サ ン プル名

禦　料　名 処方 鮎 け．f． 染　料　名 処方 竃o，騨，f．

3f．5P 、ye粟】。u　3日FQ ，01
M 工X − 7Sf 、sp．呂r．目ed 臚ド 0．02Uhi しo尺 BF　como0 ．5

Sf．3P，T吶 ，巳LU巳 B6Fo ．010

．01

M 工X − 8 同　 上 σ．o 瓦 同　上 O、5
0．D2o

．01
MIX − 9 同　 上 0．02 岡　 上 0．1

σ．010

．01
MIX 闇10 同　上 Q．O 廴 同　上 0．1

0．020

．D1
MIX −11 問　 上 0．02 同　上 o．3

0．O 王

0．O ユ

MIX −12 岡　 上 0．01 同　上 0．a

o，02

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 xベキュラ
．・nt一卜

第 2図　分光光度計の 構造 （マ クベ ス GE −3000）
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第 3図　紫外部エ ネルギーカ ッ トフ ィ ル ターの透 過特性

表 3　紫外蛍光測色 誤差指数

4E鑒 ガE量 ∠E象 F
“甲

　CE −3000
の 照 明光

1．70 0，510 ，15 0。79

試験色 L 試験色 2 試験色 3

xloY 過 Z1。 XiOY 幽。 Z欄。 X1， YI。 Z鱒

D6579 ．40 臼3．5188 ．呂579 ．5883 ．6489 ．8579 ．4083 ．8689 ．22

eE−3000の

．照 明 光
7B．9283 ．2486 ，27

」
79、4283 ．5188 ．9879 、3683 ，7788 ．95

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 マ ク ベ ス OE −3000分光光度計が，日本工 業規格

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 JISZB717に規定する条件を満足するか どうかを ， 紫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 外蛍光測色誤差指数を求める こ とによ り吟味した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 まず，マ ク ベ ス OE −3000分光光度計 に 用 い ら れ た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 パ ル ス キ セ ノ ン 光 源 の 蛍 光 測 色 誤 差 指 数 を ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 JISZ87 】7の付属書に従 っ て ， こ れ の付表 1 ， 2 ， 3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 に示され た蛍光試験色 i〜 3を測色用 の 光 口 65 で 照 明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 した とき と ， 試料面照明光 （マ クベ ス OE −3000）で

表 2　測 色 用 の 光 （D ， ，）および試料面照明光 （CEL3000） で 照明 した時の全分光放射　　　　照明 し たときの全分光

　　　輝度率から測色用の光 （Ds，）の相対分光分布を 用 い て計算し た 蛍光試験色 の 三 刺激値　　放 射輝度率か ら算出し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 なお，試料面照明光

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の 相対分光分布は，カ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 タ ロ グ値を用 い た 。 本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 測定は ， 蛍光増 臼物体

［三 ：二＝二 二 二二：：＝ ：：＝＝＝］ 161 ［＝ 二＝ ＝＝ ＝＝＝：＝：＝ ＝ ＝コ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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色だ けを扱 っ たもの であるので ， 紫外蛍光測色誤差指

数を式（Dによっ て求めた。

　　　　F 。 v
＝ΣAE113　　　　　　　　　　 （1）

　　こ こ で 　Fu． ：紫外蛍光測色誤差指数

　　　　　 riE， ：個々の 蛍光試験色 1乙 と の 測色誤

　　　　　　　　 差 （OlELAB ）の値

　　 　　 　　 　i：蛍光試験色 1〜 3

　求め られた紫外蛍光測色誤差指数F 。 。 は，0．ア9が得

られ た。こ れは ， 分光分布直接補正方法を用 い る場合

の 紫外蛍光測色誤差指数Fuvの 許容値 ，
　 L　5以内を 十分

に溝足する 値で あ っ た 。 因 に
， JISZB902に規定 する

キ セ ノン標 準 白色光源
B）9）

で は ，
F 。 ． は，｝．4であ る。

その 結果を表 2， 表 3に示す。

　 したが っ て，マ ク ベ ス OE −3DD口分光光度計の 試料

面照明光は，日本工業規格 JISZ8717に規定する条件

を満足 して い る 。

　測定は，こ の 規格書6．4記載の 分光分布直接補正 方

法 にしたが っ て ， 紫外部エ ネルギー
を含んだ全分 光放

射輝度率および紫外部エ ネルギーカ ッ トフ ィ ル ター

（UOF と略す）を用 い て ，390nm以下の紫外部 エ ネ

ルギ
ー

をカ ッ トした分光放 射輝度率を測定窓 5 × 10mm

（試料 面 開口 比 は 0．003以下 ）で 測定 した 。

　尚，こ こ で使用 した UOF の 透過特性を第 3図に 示

した 。

　4．計算

　  　測色計算

　測定され た配合染色物の三刺 激値
10）

は，以下の式 で

求めた 。

・ 1・
一一Kjs ・（・）・，・（・）B，，・（A）・・ 　 　 （2）

Y ・・
− KS ・・（・脚 ）B・，・（・〉・・ 　 　 （3＞

z・・
− Kis ・（砺 （輪 （・）・・ 　 　 （4＞

K − … 脚 ＞Y・・（A）・・ 　 　 　 （5〕

　こ こ に，SD（R）：測色用の 光の相対分光分布の 値

　　　只lo ，歹10，恥 ：X1。．YI。．ZiO表色系における等色関数

　　　　 fit，D（λ）：全分光放射輝度率

　さ ら に
， JISZ8729に 準 じ ，

“
OIE1976 （L ’

a
’ b ’

）

色空間
” ll− IZ）

に従 っ て 蛍光増 白未処理配合 染色物 に対

す る 色差
1a）

を以下 の 式で 求めた 。

　　L ＊
＝ 116（YiOIYn）

1i3 −
／6　　　　　　　　　 （6＞

　　a
＊ ＝500［（X1。1Xn）u3 − （YiO／Yn）113］　　　　 or）

分

光
放
射

輝
度

率

％

数字 　 　MIX の 番 号

O 印 　 　UV カ ツ トフ イ ル タ ー未 便 駕

口 印　 　UV カ ツ トフ イ ル タ
ー

使 用

　 　 　 づ ee 　　　　　　　　　　さe ロ　　　　　　　　　　．stiD　　　　　　　　　　　tss

　　　　　　　　　　 波 長 nm

第 a図 MIX −1，3，5，7，9，11の 分光放射輝度率

　　
叢

鏖
％

数 宇 　 MIX の 番 暑

O 印　　UV カ ッ トフ ィ ル タ
ー

未使用

ロ 印 　 　UV カ ッ トブ ィ ル タ ー笹 屠

　 　 　 4 ち e　　　　　　　　　　　 s お き　　　　　　　　　　　6eB 　　　　　　　　　　　 7es

　　　　　　　　　　 波 長 nm

第 5図　MIX −2，4，6，　 B， 10，12の 分 光放 射 輝度率

∠ Eg驫b
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10 ．OO

　 　 〔即 o
　 　 　 O ．0　0 ．1　 0 ．2　 0 ．3　 0、4　 0，5 　0．6
　 　 　 　 　 　 丗 光 増 白剤 の 堅 色函 度 〔％ 辱，r．「．｝

第 6図　△E ＊

ab と蛍光増白剤の 染色濃度

　　　 （MIX −1，2，3，4，5，日，7，　 B）
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表 4　 予測モ デル式から予測 した蛍光増白剤濃度

サ ン プル Nα 実測 ∠E °ab

蛍光増白斉蠍 度　舊。．胃lf，

実　処　方 予　測　値

MIX − 1 4 ．91 0 ．05 O．05

MIX − 3 7 ．75 o．20 0 。23

鍼 IX − 5 8 ．67 0．40 0 ．36

表 5　予測モ デ ル 式か ら予 測 した蛍 光 増白剤濃度

サン プル 蘚α

蛍光増 自剤瀕度　甑 冒ば，
実測』 E ’ab

典 　処 　方 予　測 値

MIX − 2 4 ．77 0 ．05 Q．04

MIX − 4 7 ．76 O ．20 0 ，23

MIX − 6 8 ．67 o ．40 O．36

表 6　予灘モ デル 式か ら予測 した蛍光増白剤濃度

蛍光増白剤 濃度 茜。．▼．f，
サン プル Nα 災灘∠iE’ab

奥　処　方 予　測　値

MIX − 9 5 。85 0，10 0 ．10

M 王X − 10 5 ．99 0．↓0 O ，10

MIX − 118 ．10 Q ，30 O．26

Mlx − 128 ．28 0 ．30 o ．29

　　b ＊ − 200［（YtDIY 。）
兀／3−

（zlo！z 。）
li3
】　　　　 （8）

　こ こ に，X 。 ，
　 Y 。 ，

　 Znは完全拡散反射面の Xlo，
　 Y ，。，

Z ≧。系に おける 三刺激値

　　tiE＊

ab
＝［（zlL

＊

）
2
十（lia

＊

）
2
十（∠lb＊）2］

112
　　　（9）

　5．結果と考察

　本研究の目的は，蛍光増白剤で処理 された繊維製品

が色見本 と して
， 提示 さ れ た 場合 に

，
そ の色見本と な

る繊維製晶の色を再現する染料の配合処方および蛍光

増自剤の 染色濃度を予測する方法を確立する こ と で あ

る 。

　
一

般的に，有彩色染料を用いず ， 蛍光増白剤だけで ，

蛍光性 を 付与す る繊維製品 に あ っ て は，例え ば，あ ら

かじめ蛍光増白剤の染色濃度と白色度または蛍光強度

との関係を求め て おい て ， 蛍光性の繊維製品が色兒本

として 提 示 された場合 に ， そ の 白色度 または蛍光強度

を求め，こ れか ら蛍光増白剤の染色濃度を予測する方

法 が考え られる 。

　本研究で取り扱う系は，上記の様な単純な系で はな

く，有彩色染料の 配合系と蛍光増臼剤が共存する複雑

な系を扱っ て い る 。

　先に，蛍光分光放射輝度率と反射分光放射輝度率を

測定する方法につ い て検討し，UOF ：を用いる こ とに

よ っ て ，十分な精度で 蛍光分光放射輝度率と反射分光

放射輝度率を分離で きる こ とを報告
15）

し ， さらに先の

研 究で 測定された反射分光放射輝度率を目標色 として

有彩色染料の配合処方が予測で き る こ とを報告
11i）

した 。

　本 研 究 に お け る 実 験 は ， MIX − 1〜MIX −12を

UOF を使用 しな い 場合 と ， 使用 した場合の 全 分光放

射輝度率を測定し （第 4図〜第 5図），こ の両者の全

分光放射輝度率間 の色差 を 求め て
，

こ の色差 と 蛍光増

白剤の染色濃度 との関係につ いて検討する 。

　また，蛍光増臼剤の染色濃度が0．4％〜0．5％以上の

場合 に は ， オ
ー

バ
ーダイイ ン グと 呼ばれ ，

一般に増白

効果がなくなる 。 したが っ て ， 本研究 で は ，

一般的に ，

染色業界で使用 される 濃度範囲 （O，05％〜0．4％ o ．w ．

f）で蛍光増白剤の濃度予測式を検討する 。

　その結果を第 6図に示 した 。

　第 6図は ， MIX − 1− MIX − 8に つ い て の △E   b と

蛍光増白斉1」の 染色濃度との関係を示して い る 。

　こ の結果から判かる様に，△E   b は，蛍光増自剤の

染色濃度が増加する に したが い ，増加し ， 蛍光増自剤

の染色濃度が0，4％〜口．5％ o ．w ．fで ピーク に達 し，そ

れ以上の濃度で減少する こ とが認められた 。

　こ の 現象は ， 蛍光増白剤の 染色濃度が増加する に つ

れ て ， 紫外励起 による蛍 光 発 光量 が 増加 し， 0．4％
〜0．5％ 0 ，W ．fで 発光量 は最大 とな り，こ れ以上 の 濃

度に なる と蛍光増臼剤自身の着色 （黄色昧に 染着）
17）

と ， 同時に濃度消光現象が現われた結果 ，
△E   b が減

少 したもの と考え られる。

　 したが っ て，以上の 結果か ら ， 蛍光増白剤の染色濃

度を 予 測する た め に，△E   b と 蛍光増白剤の 染 色濃度

との関係から二 次式近似が妥当と考え，以下の予測モ

デル式を提案する 。

　　E ；
α
・C2＋ β

・C ＋ T

　　 こ こ で 　 E はOIE1976L 
＊b ＊

表色系における色

　　　　　　 　　差

　　　　　　C ＝ 30・F

　　　　　　F ：蛍光増白剤の染色濃度％0 ．W ．f

　　　　　　 　 ただ しF ≦ 0．4

一 二ニコ s63 ［ニー
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　 　 　 　 　 　a ＝− 0．031

　　　　　　β＝・O．783

　　　　 　　T ＝3．840

　こ こ で ，α，β，T は，使用 した 蛍光増 白剤に よ っ

て決る係数である 。

　本予測モ デル式の妥 当性を評価するため に，MIX −

1， 2 ， 3 ， 4， 5 ， 5 ， につ い て ， 実際に染色 した

蛍光増白剤濃度と本予 測モ デ ル式から予測した染色濃

度値を表 4 ， 表 5にまとめた 。

　こ の 結果 からわか る 様 に ， 実処方と予測値との 誤差

は0．04％o ，W ．f以内で あり，染色に よりこ の差を確認

すると色差は0．35とな っ た 。 この色差以内な らば視感

判定の 観 点か ら評価すれ ば，

“
ほ とん ど差が認め られ

ない
” 〜 “

差がきわめてわずかに 認められる
”

範囲 で

あ り， その予測精度は ， 良好 で ある と判断される 。

　さらに ， 本予測 モ ヂル式の精度評価を行うため に ，

未知サ ン プル と して M ［X − 9，M ［X −
！e，　 MIX −11，

MIX −12を用 い てその予測精度を吟味し た 。 結 果 を 表

6に示す 。

　これの予 測値は，実処方との誤差 0％〜0，04％ o ．

w ．fに収まっ て おり，こ の誤差は，視感判定評価から

すれば，

“

ほとん ど差が認め られ な い
” 〜 “

差が きわ

めてわずかに認められる
”

範囲とな っ た 。 したが っ て，

本予測モ デ ル式を用 い て，予測した蛍光増白剤の染色

濃度 は ， 実用 レベ ル にある と判断される 。

　以上 の 結 果か ら，紫外部 エ ネルギーカ ッ トフ ィ ルタ

ーを用い な い場合と，用い た場合の 全分光放射輝度率

から色差を求め この色差か ら本予測モデル式を用 い る

ことによ り蛍光性着色 物の蛍光増 白剤の染色濃度の予

測が可能となる 。
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